
その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

巣鴨体育館

所

報

(表)

A I 0

有

報告範囲の主たる用途

3.5

名番町

以

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9 1 8

1 7

範

再生可能エネルギー

の利用状況

態

4

0

前年度の
からの

囲

■自己所有

巣鴨3-8-フ

2,483.99

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

0 ・ 9

事務所

工場

0 1 0

報告内
更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

P 寺の

エネノレギ

が工

8

口他者所有

2

0

■

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素

排出量

4 2

夫頒

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化灰素

排出原単位

水道及び工業用水Lの使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

;又.

3 二酸化炭素排出量等の内訳

■

計(④・②、③)

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一音武その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他仕丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

推・
の

使用

匪非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値沈

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

図

②

昼問(8時~22a詞

の
水道及び工業用水道

口

夜朋(2部寺~翌日部¥)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

158

④

⑥

口

57,350.フ

L

kl

308

⑤

係数

口

口

t

kwh

0.0

3

口

⑦

45.00

0゛0

1ハ入/h

t

3Ⅱ

50.80

kwh

0.0

⑧・(⑥ノ100のX⑦

123.9

36.70

鳳Vh

0.0

口

2,580.8

0.0

366,759.0

kg-C02/m、

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

m
3

9.97

0.0

n〕
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量""
ω

⑩.⑧X⑨X小ν12

5,297.0

9,76

0.0161

5,297.0

9.76

0.0185

0.0

叫

3,579.6

0.0

QI}

128,フ

0.4890

6,160.3

0.0

0.4890

0゛0

0.4890

0゛0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

四

0.0

179.3

0.0

308.0

迪

1.4

2.1

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

寺の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

細本産業規格A列4番)

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI06

CI09

CH4

C501

C504

C506

C508

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

対策名

実績年度の目標達成の状況

DI04

DI06

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

E114

空調フィノレターの清掃・点検

目

ボイラ等の定期点検の実施

標

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

の

高効率パッケージの採用

有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■卜出量艇床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率(前年度比)

C0■卜出量(雑圖 t

無

%

"
＼

無

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

ヂ・

池袋スポーツセンター

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

日本標
におけ

形

9

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

準産業分類

細分類番号

4

0

22.3

囲

■自己所有

13,453.30

上池袋2-5-1 健康プラザとしま

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

0

事務所

工場

0

報告内
変更

m

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭ゞ0'0258)

2

9

,寺の

エネノレギ

8

推計

8

2

口他者所有

0

更

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一音Ⅸテナント)

二酸化炭素
排出量

4 2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・圃

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

眞

使用期

二酸化炭素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③、⑯)

東京都豊島区

i又、

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネノレギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

■

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

の

使用

その他の買電(昼夜闇不明の場合を含む。)

①

単イ立

口

②

昼間(8時~22H剖

の
水道及び工業用水道

口

夜闇(2部寺~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

捻

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

602

①

⑥

口

L

19,715.9

1,169

kl

⑤

係数

口

計

口

t

22

0.0

kwh

熱量

(GJ)

⑧*(⑥ノ】00のX⑦

口

⑦

1,191

45.00

0.0

kXヤh

50.80

計

kwh

0.0

86.8

t

36.70

kwh

0.0

口

2,301,754.0

0.0

kg-C02/m"

二酸化炭素排出量

口

四

887.2

排出

係数
⑨

0.0

Π1
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

37,534.0

排出量""
①

⑩・⑧X⑨X11/12

9.76

0.0161

30,727.0

9.76

0.0185

0.0

22,465.1
四

0.0

1

0.4890

44.2

23,352.3

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

1,125.6

捗

0.0

1,169.8

0.0

如

10.0

12.3
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

対策番号

ノレギ

状況

A401

重点対策

(裏)

テナントにエネルギー使用量提供

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

CⅡ4

C501

C504

C506

C508

kg-C02/m

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

その他対策

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

空室・不在時等の空調停止

対策名

C02削減率(前年度比)

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

C0オ非出量儲鰯

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

%

目標

目標値等(選択)

の 有

(日本産業規格A列4番)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

豊島健康診査センター、上池袋コミュニティセンター、健康プラザ喫茶室、目白生活実習所分室併設/雨水利用

特記事項に内容を記載

ランク

の
握
等
把
一
の

無

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策

ネ
用
工
使

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

総合体育場

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

町

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9

以

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

態

4

前年度の
からの

囲

厘自己所有

東池袋4-41-30

■建物の全部

601.39

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

0

事務所

工場

011i3

報告内
亦更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

9 1 9

、,寺の

エネノレギ

8

0.5

合計

口他者所有

0

口

区市町村名

再生可能エネノレギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

4

夫涙

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

二又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面チ劃

再生可能エネルギー電
気の受入

閉 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設値欠食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(LPG)

その他け丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値瀧

の

使用

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

昼問(8時~22時)

②

水道及び工業用水道

口

夜闇(2部寺~翌日部寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

54

⑥

口

L

1,278.9

kl

106

⑤

係数

口

口

t

0゛0

kwh

熱量

(GJ)

⑧・(⑥/100のX⑦

0

口

⑦

45,00

0,0

1くWh

t

106

・十

50.80

0.0

k~vh

176.2

t

36.70

0.0

kwh

口

0.0

211,043.0

kg-C02/m

三酸化炭素排出量

口

噛

排出

係数
⑨

57.5

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量,,日
ω

⑩*⑧X⑨X4U12

9.76

798.0

0.0161

9.76

798.0

0.0185

0.0

四

2,059.8

0.0

⑪

0.4890

2.9

2,117.3

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

四

0.0

103.2

0.0

106.1

Uザ

0.2

0.3

細本産業規格A列4番)

推計

の
飼
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号

〒

口
図

告

容
点

合

素
位
炭
単
化
原
酸
出
三
村

燃
料
及
び
熱

の
h

電
気



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の

使用状況の把握

対策番号

重点対策

(裏)

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C02削減率(前年度比)

その他対策

C0■k出量畷量)

設備導入対策

DI01

DI04

対策名

実磧年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目標

t

(日本産業規格A亙哩番)

目標値等(選択)

の 有無

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

W
川

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業 所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島体育館

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0 9

名町

以

形

本標準産業分類
おける細分類番号

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

番地

下

4

0.9

囲

■自己所有

要町3-47-8

3,306 27

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

0

報告内

変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

0 ' 3

4 1 3

所寺
エネノレギ

8 1 0

口他者所有

口

区市町村名

再生可官巷エネノレギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

4.2

の夫f貝

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

事業所等の所在地

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

二冥.

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②,⑨

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面f劃

再生可能エネルギー電

気の受入

画 1年度分

口直営店

口建物の一音原その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

■ 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値親

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む、)

単位

口

②

昼間(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜問(22"寺~翌日部寺)

使用量

Km3

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

①

61

⑥

口

L

1,233.5

M

118

⑤

係数

口

計

口

0.0

kwh

0

口

⑦

45.00

0.0

kwh

Ⅱ8

t

50.80

0.0

kwh

⑧・(⑥/100のX⑦

35.6

36.70

0.0

熱Nh

口

0.0

237,509.0

kg-C02/m

三酸化炭素排出量

口

qz,.

排出

係数
⑨

55.5

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量、・d
ω

⑩,⑧X⑨X心n2

1,352.0

9.76

0.0161

1,352.0

9.76

0.0185

0.0

如

2,318.1

0.0

0.4890

2.8

2,373.6

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

唆

0.0

0.4000

Uコ」

0.0

H6.1

0.0

118.9

q旬

0.4

0,5

田本産業規格A列4番)

の
間

口
亜

号

〒

そ
の

態

ロ
ロ

告

量
D
熱
(

容
点

日
こ

素
位
炭
単
化
原
酸
出
二
抄

燃
料
及
び
熱

合

計

電
気

合

市
力



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

等の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI06

CI09

C114

C501

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

対策番号

設備保守対策

C504

C506

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

C02排出量際量)

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

(日本産業規格A列4番)

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI03

空調フィルターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

目 標の有

高効率照明器具の採用(屋内)

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■1出量艇床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率(前年度比) W
川

無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

雑司が谷体育館

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

日本標準
における糸

町名番

以

形

9

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

4

囲

産業分類

分類番号

厘自己所有

10,098.83

雑司ケ谷3-1-7 教育文化センター

年度の
らの

冒建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

0

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

0

3

P 寺の夫イ貝

エネルギー使用期

8

5

2

口他者所有

0

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

4 2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、圃

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化灰素

排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③、⑯)

東京都豊島区

二又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

の

使用

その他の買電q訂々闇不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

佼開(22Rキ~器R部村

使用量

Km3

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。

※2 ⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

405

①

137,256.3

⑥

口

L

kl

786

⑤

係数

口

・十

口

0.0

kwh

熱量

(GJ)

⑧・(⑥ハ00のX⑦

7

口

①

45.00

0.0

kwh

793

t

50.80

計

0.0

kwh

フフ.8

36.70

t

0.0

kwh

口

6,176.5

0.0

97フ,954.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

U即

排出

係数
⑨

0.0

Π1
3

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

11,828.0

排出量
ω

⑳"⑧X⑨X訓ノ12

9.76

0,0161

10,324.0

9.76

0.0185

0.0

⑪

9,544.8

0.0

⑪

308.0

0.4890

15,721.4

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

W

0.0

478,2

0.0

786.2

U四

3.1

4.1

細本産業規格A列4番)

フ.3

推計

の
司

口
■

地
下

号

〒

ロ
ロ

告

容
点

甫
力

の
h

3
m

燃
料
及
び
熱

合

電
気

合



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A204

A501

寺の

の把握

C02削減率轍年度比)

重点対策

(裏)

取組状況の点検体制の構築

ビル所有者の対策や要請に協力

BI05

対策名

運用対策

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C506

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C02排出量際量)

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

t

(日本産業規格A列4番)

目

ボイラ等の定期点検の実施

標の有

^

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

圃

その他

ぞうしがやこどもステーション、雑司が谷地域文化創造館、千登世橋教育文化センター併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策

無無

Ⅲ
川



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立上池袋図書館

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業分類
における細分類番号

町名番

以

形

傘包

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

4

0

0.3

囲

■自己所有

上池袋2-45-15

1,470,74

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

0

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①0⑭XO.0258)

コニ

、P 寺の

ネノレギ

2

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

夫唄

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化炭素

排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

二又.

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1午度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(原油(コンデンセートを除く))

その他(原油のうちコンデンセート(XGL))

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値瀧

の

使用

その他の買電佐市女問不明の場合を含む.)

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜閻(22Π与~翌口部寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪墻(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

L

④

42

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

83

0.0

口

t

熱Vh

0.0

熱量

(GJ)

⑧*(⑥ノ1000)X⑦

0

口

⑦

45.00

0.0

kx¥h

t

83

38.20

0.0

kx¥h

56.4

35.30

0.0

kwh

口

0.0

170,514.0

kg-C02/m

三酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量,・d
ω

⑩・⑧X@XU/]2

9.76

0.0187

454.0

9.76

0.0184

454.0

0.0

四

1,664.2

0.0

0.4890

0.0

1,664.2

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0'0

0.4000

四

0.0

83.4

0.0

83.4

四

0.1

0.2

(日本産業規格A列4番)

推計

の
間

90

地
下
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力



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

等の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C506

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

C02削減率(前年度比)

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

C02排出量幟量)

目標

%

目標値等(選択)

の 有

t

重゛

(日本産業規格A亙哩番)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

無無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立池袋図書館

所

報

(表)

A I 0

有

報告範囲の主たる用途

(日本産業規格A列4番)

日本標準産業分類
における細分類番号

升,

9

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

4

0:5

囲

■自己所有

池袋3-29-10

1,453.41

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(20器年度の状況)

事務所

工場

0

報告内
変更

In
2

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

1 4

,

ノレ工不

8

4

口他者所有

2 1 1

口

区市町村名

再生可能エネノレギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の夫,貝

ギー使用期

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

'^

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②、③

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

而 1年度分

口直営店

口建物の・一音侠その他)

口商業施設(飲食)

厘その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(原油(コンデンセートを除く))

その他(原油のうちコンデンセート(XGD)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなしイ直細

その他の買電佐訂艾開不明の場合を含む,)

山

単位

口

②

昼間(8時~2部制

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22時~翌日部わ

使用量

公共下水道

③

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,00のX⑨とする。

口

L

④

36

⑥

口

L

15,189.0

kl

⑤

係数

口

71

口

t

kwh

0.0

0

口

⑦

45.00

0.0

kwh

71

38.20

0゛0

獣ヤh

⑧,(⑥ノ100のX⑦

48.8

t

35.30

0.0

kwh

口

0.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

76,293.0
U,

683.5

排出

係数
⑨

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量

ω
⑩・⑧X@×1V12

9.76

0.0187

719.0

9.76

0.0184

719.0

0.0

四

0.0

744.6

W

0,4890

34.1

1,428.1

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0'2660

0゛0

0.4000

嘘

0.0

37,3

0.0

71.4

四

0.2

0.3

の
間

号

〒

ロ
ロ

告

量
D

幸
ハ
(

容
点

3
mK

素
位
炭
単
ヒ
原
酸
出
二
村

燃
料
及
び
熱

計合

計

電
気

合

町
以

市
力



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

等の
の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

CⅡ4

C501

C504

C506

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

対策番号

kg-C02/m

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目

ボイラ等の定期点検の実施

標

目標値等(選択)

の

C02削減率(前年度比)

C02排出量畷量)

有

%

t

6 特記事項

口

(日本産業規格A列4番)

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た切

■

その他

池袋第三区民集会室併設

特記事項に内容を記載

ランク

無無

省
千
不
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業 所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島清掃事務所

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

名町

以

日本標準産業分類

における細分類番号

形

9

命包

再生可能エネノレギー

の利用状況

8

7

番地

下

4

0

前年度の
からの

囲

区自己所有

池袋本町1-フ-3

5,393.76

■建物の全部

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

2 1 7

P 寺の

エネノレギ

8 1

口他者所有

■

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

7

夫頒

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

図複合施設

連鎖化事業区分

二酸化灰素

排出原単位

水L及び工業用水道の使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

i又.

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面f劃

計(④*②゛③)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の・一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(LPG)

その他仕丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場介を含む。)

①

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

疫闇(22時~翌Π部寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

137

①

⑥

口

70,952.5

L

kl

265

⑤

係数

口

・十

口

t

0.0

k~vh

熱量

(GJ)

⑧・(⑥/】000)X⑦

7

口

⑦

45.00

0.0

k~vh

272

50.80

斗

kwh

0.0

49.1

36.70

臥Vh

0.0

口

3,192.9

0.0

218,369,0

kg-C02/m2

三酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

nl
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

10,679.0

排出量
ω

@"⑧X⑨X M/12

9.76

0.0161

12,425.0

9.76

0.0185

0.0

四

2,131,3

0.0

UJ)

159.2

0.4890

5,324.1

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

U3)

0.0

0.4000

四

0.0

106.8

0.0

266.0

明

2.8

5.0

細本産業規格A万嘔番)

フ,8

事業所等の所在地

の
間

00

号

〒

の
h

態

ロ
ロ

告

容
点

燃
料
及
び
熱

合

電
気

合



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

寺の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

BI05

対策名

ランク

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

CⅡ4

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C501

C504

C506

C508

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

kg-C02/m

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

CO.削減率愉年度比)

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

E114

目 標

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

の 有

C0■卜出量儷量) t

6 特記事項

(日本産業規格A列4番)

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■レ出量(延床面積当たり)

■

その他

雨水利用

特記事項に内容を記載

無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無

a
m



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立心身障害者福祉センター

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

名番町

以

日本標準産業分類

における細分類番号

形

範

再生可能エネルギー

の利用状況

7

前年度の
からの

囲

■自己所有

3,893.08

目由5-18-8

■建物の全部

011'4

0;013

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(20器年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

n]
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑪XO.0258)

,寺の

エネルギ

8

0

口他者所有

5

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

5 9

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

のノ貝 '工ζ

使用期間

連鎖化事業区分

1.3

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

細本産業規格A列4番)

2.1

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネノレギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(LPC)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなしイ官細

その他の買電(昼佼問不明の場合を含む.〕

単位

口

②

昼間(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

秩制(22畔~習罫即寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

49

⑥

口

L

5,976.8

kl

⑤

係数

口

95

口

0.0

kwh

剤、量

(GJ)

⑧・(⑥ノ100のX⑦

2

口

⑦

45.00

鳳Vh

0.0

97

50.80

計

k~vh

0.0

24.4

t

36.70

kwh

0.0

口

0.0

167,370.0

kg-C02/m"

二酸化炭素排出量

口

嶋

269.0

排出
係数
⑨

0゛0

nl
3

9.97

0.0

nl
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量

ω
⑩・⑧X⑨X1ν12

3,216.0

9.76

0.0161

3,216.0

9.76

0.0185

0.0

四

1,633.5

0.0

UI}

0,4890

13.4

1,902.5

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

遜

0.0

0.4000

◎

0.0

81.8

0.0

95.3

四

0.9

489

地
下

号

〒

態

ロ
ロ

告

容
点

素
位
炭
単
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

等の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI09

CⅡ4

C501

C504

C506

C508

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

kg-C02/m

対策番号

設備保守対策

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

C02削減率(前年度比)

目標

目標値等(選択)

の 有

C02排出量儲量)

6 特記事項

(日本産業規格A列4番)

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

目白生活実習所、目白福祉作業所併設

特記事項に内容を記載

ランク
剖
川

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

南長崎中央公園スポーツセンター

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

名町

以

日本標準産業分類

における細分類番号

形

9

範

再生可能エネノレギー

の利用状況

8

フ.1

番地

下

4

前年度の
からの

囲

■自己所有

南長崎4-13-5

フ,691 67

匡建物の全部

0

0

14.1

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

3 1 9

事務所

工場

0

報告内

変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.0258)

5

P 寺の夫η眞

エネノレギー使用期

8

2

2

口他者所有

細本産業規格A列4番)

0

■

区市町村名

口建物の一音侠テナント)

二酸化炭素
排出量

4

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

i又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

盟 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

亜その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値洗

その他の買電(昼佼問不明の場合を含む。〕

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜開(22Π寺~翌Π即寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

昭

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,000) X⑨とする。
※2 ⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

368

④

H8,752.6

⑥

口

L

kl

713

⑤

係数

口

・十

口

t

kwh

0.0

14

烹太量

(GJ)

⑧イ⑥no0ωX⑦

口

⑦

45.00

kwh

0.0

t

727

計

50.80

kwh

0.0

92,6

36.70

kwh

0.0

口

5,343.9

0.0

913,955.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

U3}

排出
係数
⑨

0.0

nl
3

9'97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

18,722.0

排出量
①

⑩.⑧X⑨Xdν12

9.76

0.0161

22,870.0

9.76

0.0185

0.0

{1

U11

8,920.2

0.0

UU

266.5

0.4890

14,264.1

0'0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

U'}

0.0

0.4000

四

0゛0

446.9

0.0

713.4

四

5.0

9.1

の
間

号

〒

ル
置
ネ
設
工
の
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備
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A202

A204

重点対策

(裏)

等の

把握

温暖化対策推進担当の配置

取組状況の点検体制の構築

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な佶報に基づく把握

CI01

CI06

CI09

C114

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

C506

C508

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

C02削減率(前年度比)

DI01

DI03

DI04

DI06

空室・不在時等の空調停止

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

C02排出量儷、量)

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

目

ボイラ等の定期点検の実施

有のテ]弌

E123

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

目標値等(選択)

%

トップランナー機器の採用

t

(日本産業規格A列4番)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■k出量(延床面積当たり)

■

その他

南長崎自転車駐車場併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

舞台芸術交流センターあうるすぽっと

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

日本標準産業分類

における細分類番号

町名番

以

形

9

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

4

0

囲

■自己所有

東池袋4-5-2 ライズアリーナビノレ2階・3階

2,931,19

年度の
らの

口建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

3

事務所

工場

0

報告内
変更

m

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

9

P 寺の夫頒

エネノレギー使用期

1 1 3

8,0

7

口他者所有

推計

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水道の使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

」又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

盟 1年度分

図直営店

冒建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

盟その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(産業用以外の蒸気)

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

の

使用

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

山

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜問(22"寺~翌U部寺)

使用量

Km

公共下水道

③

口

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う三酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,000)X⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

276

④

MJ

⑥

口

2,197,784.0

kl

498

⑤

係数

口

2,423,500.0

・十

0.0

口

t

鳳Ⅵ〕

禦1量

(GJ)

⑧X⑥ハ00のX⑦

0

口

⑦

45.00

kwh

498

t

・十

kX酬1

0.0

1.36

169.8

t

kwh

0.0

1.36

口

0.0

452,954.0

kg-C02/m"

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

2,989.0

0.0

0.0

3,296.0

9.97

m
3

0.0

9.28

0.0136

排出量'・d
ω

⑩・⑧X⑨X1ν12

9.76

0.0600

309.0

.

9.76

319.0

0.0600

0.0

四

4,420.8

0.0

四

0.4890

10,705.8

0.0

131.9

0.0

0.4890

145.4

0.4890

0.4890

0.2660

U3]

0.0

0.4000

Uコ}

0.0

221.5

0.0

498.8

四

0.1

0.1

細本産業規格A亙嘔番)

0.2

の
飼

2

地
下

号

〒

ロ
ロ
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A202

A203

A204

A501

重点対策

(裏)

等の

把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

ビル所有者の対策や要請に協力

BI02

対策名

BI05

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI06

CI09

CH4

C501

C504

C506

エネルギー使用量の前年度比較

k三一CO /m2k三一C02/m

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

CO.削減率(前年度比)

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

C0■卜出量儲國

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

t

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 jl

(日本産業規格A列4番)

目標値等(選択)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量(延床面積当たの

匪

その他 特記事項に内容を記載

ランク

無

Ⅳ
川

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

中央図書館

所

報

(表)

A ; 0

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業分類

における細分類番号

町名番

以

形

9

範

再生可能エネノレギー

の利用状況

8

7

態

4

0

前年度の
からの

囲

■自己所有

東池袋4-5-2 ライズアリーナビノレ4階・5階

3,065 47

口建物の全部

0

0 0

0.0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

3

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

9

、P 寺

エネノレギ

8 ' 2

4

3

口他者所有

口

区市町村名

口建物の・一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

夫唄

使

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化炭素

排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③、圃

の」又.

用期間

東京都豊島区

細本産業規格A列4番)

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②゛③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

■建物の・一音Ⅸその他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(産業用以外の蒸気)

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値湘

その他の買電(昼夜剛不明の場合を含む.)

単位

口

②

昼間(8時~22n剖

の
水道及び工業用水道

口

佼闇(2部キ~翌日部¥)

使用量

Km

公共下水道

③

口

MJ

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

245

④

MJ

沈ご二綱1鞭;雛11雄師御**蔀畷削鄭網川,卿

⑥

口

2,197,512.0

kl

439

⑤

係数

口

2,423,500.0

計

0.0

口

kwh

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

0

口

⑦

45.00

誠ヤh

439

t

鳳彫h

0.0

1.36

⑧,(⑥ハ00のX⑦

143.2

k＼vh

0.0

1.36

口

0.0

332,621.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

QI}

排出

係数
⑨

2,988.6

0.0

0.0

m
3

3,296.0

9,97

0.0

9.28

0.0136

排出量'・日
ω

⑩.⑧X⑨XU/12

9.76

0,0600

13.0

9.76

0,0600

13.0

0.0

四

3,246.4

0.0

四

0.4890

0.0

9,531.0

131.9

0.0

0.4890

145.4

0.4890

0.4890

0.2660

Q'!

0.0

0.4000

U),

0.0

162.フ

0.0

439.9

q旦、

0.0

0.0

口
■
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下

号

〒
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー

使用状況の

対策番号

A202

A203

A204

A501

重点対策

(裏)

等の

把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

ビル所有者の対策や要請に協力

BI02

BI05

対策名

ランク

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

CⅡ4

kg-C02/m

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

C506

C508

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

余熱利用による早めの空調停止

その他対策

C02削減率(前年度比)

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI03

DI04

対策名

C02排出量際量)

実績年度の目標達成の状況

%

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目

(日本産業規格A列4番)

標

目標値等(選択)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■1出量(延床面積当たの

■

その他 特記事項に内容を記載

無

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区役所本庁舎

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

日本標準産業分類
における細分類番号

町名番

以

形

9

車邑

再生可能エネノレギー

の利用状況

8

7

態

4

囲

18.3

歴自己所有

26,622.61

南?也袋2-45-1

年度の
らの

口建物の全部

0

8

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

3

4

事務所

工場

報告内

変更

m

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

9

2

P 寺の

エネノレギ

9

8

2

口他者所有

8

罰

区市町村名

再生可育毛エネノレギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

2

排

夫,県

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

■複合施設

連鎖化事業区分

水道及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

二又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

豊建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

皿その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(産業用以外の蒸気)

その他q令水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

の

使用

その他の買電(昼夜開不明の坦合を含む。)

単位

口

②

昼間(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22Π芋~翌Π8Π寺)

使用量

Km3

③

公共下水道

口

NU

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

906

④

MJ

⑥

口

1,674

4,358,195.0

kl

⑤

係数

口

6,020,800.0

計

0.0

口

18

kwh

熱量

(GD

⑧・(⑥ノ100のX⑦

口

⑦

1,692

45.00

kwh

計

kwh

0.0

1.36

62.8

0.0

誠¥h

1.36

口

2,151,746.0

0.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

瞥

排出

係数
⑨

5,927.1

0.0

0.0

m
3

8,188.3

9.97

m
3

0.0

9.28

0.0136

25,940.0

排出量
①

⑩.⑧X⑨X小υ】2

9.76

0.0600

28,508.0

9.76

0.0600

0.0

{1

21,001.0
⑪

0.0

⑪

0.4890

35,H6.5

0.0

261.5

0.0

0.4890

361.2

0.4890

0.4890

0.2660

W

0.0

0.4000

1,052.2

嘘

0.0

1,674.9

0.0

四

6.9

11.4

(日本産業規格A列4番)

推計

の
間

2

地
下

号

〒

ロ
ロ

告

容
点

合

素
量
灰ヒ
出
酉

素
位
炭
単
化
原
酸
出
二

ド村

燃
料
及
び
熱

合

電
気

市
力



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A202

A203

A204

kg-C02/m

重点対策

(裏)

等の

把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI02

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI09

C114

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

その他対策

C02削減率(前年度比)

C02排出量儲量)

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

%

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

EⅡ4

空調フィノレターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

目標

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

目標値等(選択)

の 有

細本産業規格A列4番)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■k出量艇床面積当たり)

盟

その他 特記事項に内容を記載

ランク

無無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策帳告書(その2)

事業所等の延床面積

番

巣鴨図書館

'

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

町

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9

以

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

4

0

0.4

囲

匝自己所有

巣鴨3-8-2

1,018,02

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

3

事務所

工場

報告内

変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

9

,丁寺の

エネルギ

8

9

口他者所有

2

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

夫,貝

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②"圃

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③、⑯)

東京都豊島区

」^

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(上PG)

その他仕丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなしイ官細

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼間(8時~2部制

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22"寺~翌日即寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

地

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪く都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,000)X⑨とする。

④

37

⑥

口

L

8,954.1

kl

⑤

係数

口

72

口

t

0.0

kwh

剤、量

(GJ)

⑧・(⑥/】000)X⑦

0

口

⑦

合計

45'00

0.0

kwh

72

50'80

0.0

k~vh

70.フ

t

36.70

0.0

kv、ih

口

0.0

107,269.0

kg-C02/m'

二酸化炭素排出量

口

四

402.9

排出

係数
⑨

0.0

m
3

9,97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量

ω
⑩・⑧X⑨X1ν12

9.76

582.0

0.0161

9.76

582.0

0.0185

0.0

d

⑪

1,046.9

0.0

⑪

0.4890

20.1

1,449.9

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0'2660

U'1

0.0

0.4000

四

0.0

52.5

0.0

72.5

四

0.2

0.2

細本産業規格A列4番)

合計

の
間

200

号

〒

図
口

告

容
点

素
位
炭
単
ヒ
原
酸
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及
び
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力



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の

使用状況の把握

対策番号

A202

A203

A204

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

kg-C02/m

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目

C02削減率(前年度比)

ンJ弌

C0■1出量佛量)

%

目標値等(選択) t

の

細本産業規格Aる嘔番)

有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■レ出量(延床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区役所東池袋分庁舎

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

細本産業規格A列4番)

日本標準産業分類

における細分類番号

形

9

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

フ' 0

態

4

前年度の
からの

囲

■自己所有

東池袋1-39-2

2,010 95

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

0

事務所

工場

0

机告内
更

m
2

原油換算エネルギー使用量(①*⑭XO.0258)

0

所寺
エネノレキ

変

9

3

3

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

0.6

二酸化炭素

排出量

2.1

の夫i貝

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.圃

0.4

口商業施設(物販)

図複合施設

連鎖化事業区分

二酸化灰素

排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

i又.

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②、③)

亜

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

図直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む、)

山

単位

口

②

昼間(8時~22B詞

水道及び工業用水道

口

夜絢セ2畔~翌n部村

使用量

Km3

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,000)X⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

42

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

83

1.0

口

t

0.0

k、vh

熱量

(GJ)

⑧・(⑥ノ」00のX⑦

0

口

⑦

45.00

0.0

獣和h

t

83

50.80

斗

0.0

kwh

41.2

t

36.70

0.0

k~vh

口

0.0

170,637.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

U11

排出

係数
⑨

0.0

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量'・日
ω

⑩*⑧X⑨X1ν12

9.76

946.0

0.0161

9.76

0.0185

946.0

0.0

W

1,665.4

0゛0

四

0.4890

0.0

1,665.5

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

嘘

0.0

83.4

0.0

83.4

四

0.3

の
胡

■
医

号

〒

口
図

告

容
点

燃
料
及
び
熱

言
口合

電
気

合

し
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4 地球温暖化対策の実施状況
'

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

等の
の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

BI05

対策名

ランク

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI09

C114

C501

C504

空室・不在時等のこまめな消灯

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

対策番号

kg-C02/m

設備保守対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

対策名

C02削減率愉年度比)

実績年度の目標達成の状況

C02排出量幟尉

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

EⅡ4

目 標

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

目標値等(選択)

の

%

有

(日本産業規格A列4番)

6 特記事項

■

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他 特記事項に内容を記載

無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

としま産業振興プラザ

所

号

報

(表)

A

有

級告範囲の主たる用途

0 ' 9

0.9

形

本標準産業分類
おける細分類番号

名番地

下

和

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

4

前年度の
からの

囲

■自己所有

西池袋2-37-4

5,936.25

■建物の全部

0

0 1 0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

0

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.0258)

4

9

二C

,

ネノレ

6

口他者所有

5

厘

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

1 1

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化炭素

排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

の二又

用期間

東京都豊島区

細本産業規格Aダ哩番)

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

図 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

推計
の

使用

亜非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜冊不明の場合を含む。)

①

単位

口

②

昼間(8時~22H制

の
水道及び工業用水道

口

夜闇(22Π寺~翌日即寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

kg

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,σ0のX⑨とする。

口

④

70

⑥

口

L

kl

137

⑤

係数

590.6

口

口

t

kwh

0'0

0

口

⑦

45.00

k＼vh

0.0

t

137

50.80

・十

kwh

0.0

⑧・(⑥ノ】000)X⑦

23.0

t

36.70

kwh

0.0

口

0.0

279,104.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

26.6

0.0

Π1
3

9.97

0゛0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量,・1
ω

⑩,⑧X⑨X村ハ2

1,334.0

9.76

0.0161

1,334.0

9.76

0.0185

0.0

⑪

2,724.1

0.0

U,

0.4890

1.3

2,750.6

0.0

0.4890

0゛0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

四

0.0

136.5

0.0

137.8

四

0.4

0.5

67

口
■

寺
ギ

〒

態

■
口

告

一
)
熱
(

容
点

日
に

燃
料
及
び
熱

計合

電
気

合

町
以



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A204

等の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

取組状況の点検体制の構築

BI01

BI05

対策名

ランク

運用対策

kg-C02/m

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

C506

C508

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

DI04

空室・不在時等の空調停止

対策名

C02削減率晰年度比)

C02排出量幟量)

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

EⅡ4

E123

目 標の有無

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

目標値等(選択) t

細本産業規格A列4番)

トップランナー機器の採用

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他

男女平等推進センター、区民ひろば西池袋、郷士資料館、としまスタートアップオフィス、地域活動交流センター併設

特記事項に内容を記載

無

α
川

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

南大塚地域文化創造館

所

報

(表)

A O

有

報告範囲の主たる用途

(日本産業規格A列4番)

形

9

1 1 7

本標準産業分類
おける細分類番号

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

態

4

0

1.8

囲

画自己所有

南大塚2-36-1

4,647'01

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

事務所

工場

0,0

報告内

変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

0

8

こ工

5

■他者所有

2

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

9

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

図複合施設

示貝

使用期

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

'^

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総引'(④・②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面ネ劃

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他仕丁油)

図加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者

の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなしイ官細

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼間(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜糊(22n芋~習11創羽

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

口

④

93

⑥

■

L

kl

181

⑤

係数

■

68,6

臼

kwh

0.0

口

⑦

45.00

0.0

kxvh

t

182

50.80

kwh

0.0

⑧*(⑥ノ}000)X⑦

38.9

36.70

0.0

鳳Nh

口

0.0

370,104.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

U,

排出

係数
⑨

0.0

3.1

n〕
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量'・d
①

⑩*⑧X⑨XU/12

3,044.0

9.76

0.0161

2,470.0

9.76

0.0185

0.0

四

3,612.2

0.0

卿

0.4890

0.2

3,615.3

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

Uy

0.0

181.0

0.0

181.1

四

0.8

1.0

の
間

■
■

の
一
寺
ギレノ

,
、
ネ

電
気

合

号

〒

図
口

告

量
D

丸
い
 
G

斈
"
(

容
点

日
こ

計
用

拙
の
使

素
量

化
出

二
排

町
以

市
力

素
位
炭
単
化
原
酸
出
二
村

燃
料
及
び
熱

計合

計



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

A501

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

ビル所有者の対策や要請に協力

BI01

対策名

kg-C02/m

運用対策

自ら入手可能な佶報に基づく把握

CI01

CI09

CⅡ4

C501

C504

C508

C02削減率(前年度比)

空室・不在時等のこまめな消灯

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

対策番号

設備保守対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

その他対策

設備導入対策

DI01

DI04

DI06

C02排出量儒量)

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

空調フィルターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

ボイラ等の定期点検の実施

目標

EI03

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

の

(日本産業規格A列4番)

有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他

南大塚地域文化創造館、南大塚保育園、東部障害支援センター,東部高齢者総合相談センター、区民活動推進課分室
併設

特記事項に内容を記載

ランク

の
握
等
把
一
の

%

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

としま区民センター

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業

における細分類

町名

以

形

9 { 8

範

7

番地

下

ム皀

4

'4:.、

0

可能エネルギ

利用状況

囲

■自己所有

東池袋1-20-10

9,073.96

年度の
らの

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

事務所

工場

0

報告内
亦更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

0

P 寺の

エネノレギ

9

網本産業規格A列4番)

5

3

口他者所有

5

推計

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一音以テナント)

稼働率が上がったため、エネルギー使用量が増加。

夫頒

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

東京都豊島区

'二て,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

3.9

都市ガス

0 1年未満

その他(産業用以外の蒸気)

その他(冷水)

口加盟店

'1、、

その他0

図

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2

の

使用

その他の買電q噺艾闇不明の場合を含む,)

①

単位

口

②

昼間(8時~22E剖

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22Π寺~翌n8時)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う三酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

489

④

入U

⑥

口

3,954,471.0

1,066.2

kl

892

⑤

係数

口

3,112,300.0

・十

口

t

kwh

禦、量

(GJ)

⑧,(⑥/1000)X⑦

3

口

⑦

45.00

kwl'}

895

計

0.0

kwh

1.36

98.3

t

0.0

kw、

1.36

口

0.0

954,029.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

48.0

5,378.1

0.0

Π1
3

4,232'フ

9.97

Π1
3

0.0

9.28

0'0136

排出量""
ω

⑩・⑧X⑨X1ν12

5,211.0

9.76

0'0600

6,268.0

9.76

0'0600

0.0

四

9,311.3

0.0

四

0.4890

18,970.1

2.4

237.3

0.0

0.4890

186.フ

0.4890

0.4890

0.2660

嘘,

0'0

0.4000

0.0

466.5

0.0

892,9

Uサ

1.4

2.5

の
間

0号

〒

ロ
ロ

類
号
分
番
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

響の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C506

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

対策番号

ランク

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

kg-C02/m

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

CO.削減率(前年度比)

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

空室・不在時等の空調停止

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

DI06

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目

ボイラ等の定期点検の実施

C0■L出量総量)

標

%

目標値等(選択)

の 有

(日本産業規格A列4番)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0劃卜出量(延床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

無

ε
3
!

省
千
不
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立芸術文化劇場

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

日本標準産業分類
における細分類番号

町名

以

形

9 ' 8

1.2

市包

再生可能エネノレギー

の利用状況

7

番地

下

態

4

0

(日本産業規格A列4番)

囲

■自己所有

東池袋1-19-1

8,357.28

年度の
らの

口建物の全部

0

0 1 0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

1.フ

事務所

工場

報告内
亦更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

0 ' 3

,T 寺の

エネルギ

8

3

口他者所有

口

区市町村名

再生可官毛エネノレギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素

排出量

2

夫貝

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合方包設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

i又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化灰素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

計(④・②、③)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

■建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■そのイ也

燃料等の種別

都市ガス

その他(産業用以外の蒸気)

0 1年未満

その他(冷水)

口加盟店

その他0

図

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値沈

の

使用

その他の買電佐暫女問不明の場合を含む。)

単イy

口

②

昼問(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

疫闇(22Π与~翌日部寺)

使用量

Nm'

公共下水道

③

口

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う三酸化炭素排出量は、
⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。

※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

307

④

MJ

⑥

口

kl

986,000.0

566

⑤

係数

口

2,639,000.0

斗

0.0

口

t

kwh

毒奥量

(GD

⑧・(⑥/100のX⑦

口

⑦

45.00

kwh

567

t

斗

kwh

0.0

1.36

67.フ

kwh

0.0

1.36

口

0'0

714,060.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

U鋤

排出

係数
⑨

0.0

1,341.0

0.0

m
3

3,589.0

9.97

m
3

0'0

9.28

0.0136

排出量""
①

@"⑧X⑨XMハ2

1,850.0

9.76

0.0600

2,933.0

9.76

0.0600

0.0

旦1]

6,969.2

0.0

四

0.4890

11,899.2

0.0

0.0

0.4890

59.2

158.3

0.4890

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

0.0

349.2

0.0

566.フ

U四

0.5

推計

の
間

号

〒

ロ
ロ

0

告

容
点
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化
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A202

A203

A204

A501

重点対策

(裏)

等の

把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI02

BI05

対策名

ビル所有者の対策や要請に協力

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C506

C508

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

%

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

t

空調フィノレターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

、

目

(日本産業規格A列4番)

標

目標値等(選択)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■卜出量(延床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

1くg-C02/m

C02削減率(前年度比)

C02排出量儲尉

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業 所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区池袋保健所仮施設

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

(日本産業規格A列4番)

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9

1 7

名番地

下

ノ゛人・

再生可能エネノレギー

の利用状況

8 4

0

前年度の
からの

囲

■自己所有

東池袋4-42-16

3,575.32

匪建物の全部

0 1 4

0 1 0

1.9

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

報告内

変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭ゞ0.0258)

0

P寺の夫狽"ノ^

エネノレギ

8

4

3

口他者所有

4 1

事業所等の所在地

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

合計

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水道及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

の;又.

用期間

東京都豊島区

合計

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②、③)

■

燃料等の使用に伴い排出される三酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面チ劃

再生可能エネルギー電

気の受入

亜 1年度分

口直営店

口建物の一音咲その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他け丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

①

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜闇(22"寺~翌Π部寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

口

④

94

⑥

口

L

kl

183

⑤

係数

口

17.4

口

t

0.0

kxNh

口

⑦

45.00

0.0

kwh

184

50.80

0.0

kwh

⑧*(⑥ノ1000)X⑦

51.1

t

36.70

0.0

kwh

図

0.0

375,501.0

kg-C02/m

三酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

0.8

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0゛0

0.0136

排出量
ω

⑩.⑧X⑨X小ν12

2,850.0

9.76

0.0161

2,850,0

9.76

0.0185

0.0

{1

四

3,664.9

0.0

四

0.4890

0.0

3,665.フ

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

迦

0.0

183.6

0.0

183.フ

q,}

0.8

1.1

口
亜

号

〒
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て
の

態
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

工不

使用

対策番号

ノレギー等の

状況の把握

A203

A204

重点対策

(裏)

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI09

C114

C501

C504

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

空室・不在時等の空調停止

対策番号

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

目標

ボイラ等の定期点検の実施

(日本産業規格A列4番)

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

目標値等(選択)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量(延床面積当たり)

亜

その他

池袋休日診療所、口腔保健センター、池袋あうる薬局併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率(前年度比)

C02排出量幟圖

無無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

W
川



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区池袋保健所仮施設

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

町

日本標準産業分類

における細分類番号

形

9

以

名番地

下

範

再生可能エネノレギー

の利用状況

8

7

育毛

4

JL:.、

0

前年度の
、らの

囲

■自己所有

東池袋4-42-16

3,575.32

■建物の全部

0

0 0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

事務所

工場

報告内
変更

m

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

0

8

二に

4

、P

ネノレ

3

口他者所有

4

口

1.9

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の・一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の夫狽度の

使用期問

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

合計

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③.⑥

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②゛③

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値沈

その他の買電(昼夜冏不明の場合を含む。)

山

単位

口

②

昼間(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22"~翌日部村

使用量

公共下水道

Nm3

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。

※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

@

94

⑥

口

L

kl

183

⑤

係数

口

17.4

口

t

0.0

kwh

口

⑦

45.00

0.0

獣¥h

184

50.80

計

k＼vh

0.0

⑧・(⑥/100のX⑦

51.1

t

36.70

k＼Nh

0.0

口

0.0

375,501.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

0.8

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩*⑧X⑨X1υ12

2,850.0

9.76

0.0161

2,850.0

9.76

0.0185

0゛0

d

ι1]}

3,664.9

0゛0

ι11)

0.4890

0.0

3,665.フ

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

四

0.0

183.6

0.0

183.フ

四

0.8

1.1

細本産業規格A列4番)

口
亜

寺
ギ

2

号

〒

ロ
ロ

告

量
D
剤
(

容
点

素
位
炭
単
化
原
酸
出
二
排

燃
料
及
び
熱

合

電
気



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の

使用状況の把握

対策番号

A203

A204

重点対策

(裏)

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI09

CH4

C501

C504

C508

エネルギー使用量の前年度比較

空室・不在時等のこまめな消灯

空室・不在時等の空調停止

細本産業規格A列4番)

対策番号

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

目標

ボイラ等の定期点検の実施

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他

池袋休日診療所、口腔保健センター、池袋あうる薬局併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率(前年度比)

C02排出量佛鰯 t

無

α
川

無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

駒込生活実習所

所

(表)

報

A

有

報告範囲の主たる用途

0

町

日本標準産業分類

における細分類番号

形

9

1,7 1 0

以

名番地

下

皐E

再生可能エネルギー

の利用状況

8

官皀

4

J犀一'、

前年度の
からの

囲

厘自己所有

駒込4-フ-1

2,030.90

亜建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

010'3

報告内
更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

4

七父

8

コニ

6

口他者所有

5

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一音以テナント)

二酸化炭素
排出量

5

ギ

9

夫,眞

使

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

■商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

の;又.

用期間

東京都豊島区

細本産業規格A列4番)

3 二酸化炭素排出量等の内訳

1 ' 1

総計(④・②゛③)

亜

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面チ劃

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1午度分

口直営店

口建物の一音喫その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(LPG)

その他け丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜闇不明の場合を含む.)

単位

口

②

昼問偲時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜問(22"寺~翌日部寺)

使用量

Nm3

③

公共下水道

口

kg

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪0(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫く⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

口

①

49

⑥

口

L

5,フ70.0

kl

⑤

係数

96

口

計

口

t

0.0

kX入/h

吏八量

(Gj)

⑧・(⑥ノ]000)X⑦

口

⑦

45.00

0.0

kwh

t

97

50.80

0.0

熱ヤh

47.2

36.70

0.0

k~vh

口

0.0

kg-C02/m

170,296.0

二酸化炭素排出量

口

259.6

U;1

排出

係数
⑨

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
①

⑩.⑧X⑨X4,ν】2

1,590.0

9.76

0.0161

1,590.0

9.76

0.0185

0.0

d

四

1,662.1

0.0

W

0.4890

12.9

1,921.フ

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

辿

0.0

0.4000

Uユ]

0.0

83.3

0.0

96.2

四

0.4

0.6

折
ル
所
ノネ

号

〒

ロ
ロ

告

容
点

素
位
炭
単
化
原
酸
出
二
村

燃
料
及
び
熱

合

計

電
気

合

そ
の
h



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A202

A203

A204

特記事項に内容を記載

重点対策

(裏)

等の

把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

白ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI06

エネルギー使用量の前年度比較

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

C504

C506

C508

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

設備保守対策

その他対策

ランク

kg-C02/m

C02削減率愉年度比)

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

空室・不在時等の空調停止

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

目標

EI03

EⅡ4

E123

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

゛

目標値等(選択)

の 有無

C0●k出量(稔量) t

.

トップランナー機器の採用

(日本産業規格A列4番)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

CO.排出量(延床面積当たり)

厘

その他

駒込福祉作業所併設

α
川

無

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

西部生活福祉課仮事務所

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

0.9

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9

名番地

下

車巳

再生可能エネノレギー

の利用状況

8 1 4

7

態

前年度の
からの

囲

■自己所有

1,506.06

目白5-24-12

亜建物の全部

0

0 1 0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

事務所

工場

報告内

変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

0

3

P寺

エネノレギ

9

7

■他者所有

8

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化炭素

排出原単位

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

の二又,

用期間

東京都豊島区

(日本産業規格A列4番)

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面ネ劃

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の・一音咲その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼問(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜問(22時~翌打部村

使用量

Km3

公共下水道

③

■

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

■

④

35

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

68

15.5

臼

t

0.0

k~vh

0

口

⑦

45.00

0.0

k~vh

68

50.80

0.0

k~vh

⑧・(⑥ノ100のX⑦

45.1

36.70

k~vh

0.0

口

0.0

140,359.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

0.フ

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩.⑧X⑨X小υ]2

1,341.0

9.76

0.0161

1,341.0

9.76

0.0185

0.0

d

⑪

1,369.9

0.0

四

0.4890

0.0

1,370.6

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

W

0.0

0.4000

四

0.0

68.6

0.0

68.フ

四

0.4

0.5

ホ
吏
夫
イ

の

口
亜

号

〒

ロ
ロ

告

量
D
款
(

容
点

計
用

倒
の
使

手
イ

燃
料
及
び
熱

計合

計

電
気

合

そ
の

町
以



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A203

A204

重点対策

(裏)

寺の

把握

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI06

CI09

C114

C501

C504

C508

空室・不在時等のこまめな消灯

%

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

t

対策番号

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

細本産業規格A列4番)

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量(延床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

CO'1」減率(前年度比)

C0■レ出量儲量)

゛

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業 所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

南池袋公園

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0 ' 9

(日本産業規格A列4番)

日本標準産業分類
における細分類番号

形

1 1 7

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8 1 4

2.4

囲

厘自己所有

南池袋2-21-1

年度の
らの

亜建物の全部

505.90

0

0 1 0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

0

2

PT 寺の

エネノレギ

8

合計

8

2

口他者所有

0

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素

排出量

5

夫狽

使用期

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、圃

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

'又,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②、③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一音以その他)

口商業施設(飲食)

盟その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年末満

その他(LPG)

その他仕丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
継給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電qお支問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼問(8時~22ヨ剖

水道及び工業用水道

口

夜問(22"~翌H即幼

使用量

Km'

③

公共下水道

口

陥

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

④

53

⑥

口

L

kl

103

⑤

係数

口

0.0

口

t

0.0

kwh

2

口

⑦

45.00

熱量

(GJ)

0.0

k~vh

t

105

50.80

0.0

kw}'1

203.5

⑧气⑥no0ωX⑦

t

36.70

鳳Ⅵ〕

0.0

口

0.0

212,555.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0,0136

排出量
ω

⑩・⑧X⑨XMハ2

3,669.0

9.76

0.0161

3,669.0

9.76

0.0185

tl

0.0

四

2,074.5

0.0

{ 1

0.4890

0.0

2,074.5

0.0

0.4890

0.0

0'4890

0.0

0.4890

0.2660

渉

0.0

0.4000

Ⅱ号

0.0

103.9

0.0

103.9

四

1.0

1.5

事業所等の所在地

合計

の
間

〒

そ
の

態

ロ
ロ

告

容
点

計
用

言
の
用

推
使

素
位
炭
単
化
原
酸
出
二
排

燃
料
及
び
熱

電
気

町
以

甫
力



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況の

対策番号

A401

重点対策

(裏)

テナントにエネルギー使用量提供

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

CⅡ4

C501

C504

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

対策番号

特記事項に内容を記載

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

その他対策

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランク

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

EI03

目

kg-C02/m

標

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

目標値等(選択)

の

C02削減率(前年度比)

有

C02排出量儲鋤

6 特記事項

%

t

■

(日本産業規格A列4番)

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量(延床面積当たの

■

その他

の
握
等
巴

無無

省
千
不
ル
ギ
ー
対
策



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

池袋駅西自転車駐車場

所

報

(表)

A ' 0

有

報告範囲の主たる用途

細本産業規格A列4番)

0.1

日本標準産業分類

における細分類番号

形

9

名番地

下

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

官皀

4

'亀^、

前年度の
からの

囲

■自己所有

西池袋3-20-1

2,484.11

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

事務所

工場

0

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑪XO.0258)

2

6

二1二

、P 寺の夫木

ネルギ

口他者所有

9

口

区市町村名

再生可能エネノレギー

発電設備の設置

口建物の一音咲テナント)

二酸化炭素
排出量

3 ! 1

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

0.1

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

三酸化炭素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③、圃

の二又,

用期間

東京都豊島区

0.1

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②゛③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

亜 1年度分

口直営店

図建物の一音咲その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

0 1年未満

その他(LPG)

その他け丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼闇(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜開(2即芋~翌日部寺)

使用量

ハ'm

公共下水道

③

口

蚫

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。

※2 ⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)X⑨とする。

④

35

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

69

・十

0.0

口

kwh

0.0

熱量

(GJ)

⑧,(⑥ノ1000)X ⑦

0

口

⑦

45.00

kwh

0.0

t

69

50.80

計

0.0

獣¥h

27.フ

36.70

0.0

鳳Nh

口

0.0

141,460.0

kg-C02/m

三酸化炭素排出量

口

【1ヲ

排出

係数
⑨

0.0

0.0

m
3

9.97

0.0

Π1
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩*⑧X⑨X1υ]2

9.76

206.0

0.0161

9.76

206.0

0.0185

0.0

d

四

1,380.6

0.0

⑪

0.4890

0.0

1,380.6

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0,4000

Uタ

0.0

69.2

0.0

69.2

四

593号

〒

ロ
ロ

告

容
点

燃
料
及
び
熱

合

電
気

合

、
て
の

町
以



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

等の

の把握

重点対策

(裏)

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI09

CH4

C501

C504

C506

C508

kg-C02/m

空室・不在時等のこまめな消灯

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

対策番号

設備保守対策

C02削減率(前年度比)

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

C02排出量畷量)

設備導入対策

DI01

DI04

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

空調フィルターの清掃・点検

%

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目標

目標値等(選択)

の

(日本産業規格A列4番)

有

6 特記事項

■

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

池袋西口公園

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0 1 9

名町

以

日本標準産業分類
における細分類番号

形

1 ;フ

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8 1 4

番地

下

態

前年度の
からの

囲

■自己所有

西池袋1-8-26

歴建物の全部

99.60

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

4

事務所

工場

0

報告内
亦更

m
2

2 1 1

原油換算エネノレギー使用量(①、⑭XO.0258)

0

P 寺の

エネノレギ

9

口他者所有

0.9

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の・一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

のヨ貝 i又.

使用期間

連鎖化事業区分

(日本産業規格A列4番)

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

].5

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

盟

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面1劃

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

匝非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値洗

その他の買電(昼夜冏不明の場合を含む。)

御

単位

口

②

昼問(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜闇(2211孝~翌 n即寺)

使用量

Nm3

公共下水道

③

口

1熔

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時問)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

①

54

⑥

口

L

kl

105

⑤

係数

口

0.0

国

t

kwh

0.0

■

⑦

45.00

0.0

kxvh

106

1,054.2

50.80

・十

k~vh

0.0

⑧*(⑥/1000)X⑦

t

36.70

0.0

kwh

口

0.0

216,644.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

0.0

0.0

m
3

9.97

0.0

m
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量'・d
ω

⑩*⑧X⑨X、14/12

2,284.0

9.76

0.0161

2,284.0

9.76

0.0185

0.0

W

2,114.4

0.0

四

0.4890

0.0

2,114.4

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

W

0.0

0.4000

如

0.0

105.9

0.0

105.9

四

0.6

図
鳳

号

〒

ロ
ロ

508

告

量
D
熱
(

容
点

計
用

言
の
用

推
使

素
位
炭
単
ヒ
原
酸
出
二
村

燃
料
及
び
熱

計合

電
気

合



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー

使用状況の

対策番号

A401

重点対策

(裏)

テナンNこエネルギー使用量提供

BI01

BI05

対策名

運用対策

自ら入手可能な佶報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C501

設備保守対策

C504

C508

その他対策

kg-C02/m2

C02削減率(前年度比)

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

C02排出量畷剖

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

%

EI01

EI03

目 標

高効率照明ランプの採用(屋内)

高効率照明器具の採用(屋内)

目標値等(選択)

の

(日本産業規格A列4番)

有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

盟

その他 特記事項に内容を記載

ランク

無

の
握
等
把

省
干
不
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

区民ひろぱ南大塚

所

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

町

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9

以

名番

範

再生可能エネルギー

の利用状況

8

7

態

4

0

前年度の
からの

囲

■自己所有

南大塚2-36-1

1,096.28

■建物の全部

0

0

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2022年度の状況)

0

事務所

工場

0 1 0

報告内
亦更

n]
2

原油換算エネルギー使用量(①*⑭XO.0258)

4

9

二1二

2

ア

ネノレ

5

口他者所有

5

口

区市町村名

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

復活追加

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

頒

使用期

連鎖化事業区分

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③、圃

東京都豊島区

」又.

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

閉

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面禎当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一音以その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

図 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値

の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値洗

その他の買電(昼佼問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼間(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜闇(22Π丁~翌Π部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2 ⑪0(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫く⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

47

⑥

口

L

14,631.3

kl

⑤

係数

口

91

口

t

0.0

kwh

0

口

⑦

45.00

0.0

鳳¥h

91

50.80

0.0

kxNh

⑧X⑥ハ00のX⑦

83.0

36.70

kwh

0.0

口

0.0

120,360.0

k号一C02/m

三酸化炭素排出量

口

Uヲ

658.4

排出

係数
⑨

0.0

m
3

9.97

0.0

Π]
3

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量浦
①

⑩.⑧X⑨XMn2

9.76

994.0

0.0161

9.76

806.0

0.0185

0.0

四

1,174.フ

0.0

四
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ

使用状況

対策番号

A202

A203

A204

寺の

の把握

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

BI05

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

エネルギー使用量の前年度比較

CI01

CI06

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

空室・不在時等の空調停止

事務用機器を省エネモードに設定

対策番号

C501

C504

C506

C508

設備保守対策

C02削減率轍年度比)

C02排出量儲量)

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

%

利用状況に応じた空調の設定変更

(日本産業規格A列4番)

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

DI03

DI04

DI06

空室・不在時等の空調停止

対策名

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調ブイノレターの清掃・点検

ボイラ等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

目 標

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

の 有

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C0■レ出量艇床面積当た切

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

無無

省
千
不
ル
ギ
ー
対
策


